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Abstract  

lnJapaneseAgrictllture，farmproducts，farmingteclmology，andnlra壬Iifehavedevelopedconsidcト  

ablysinceWorldWarIl．Viewson払rmlng，farmland，rtlralsocietyandfarmershavealsochanged．   

Traditionaりapaneseagriculturehasshi氏edtomodernizedagricultureinaperiodofl滋gheconomic  

growth．Theformerischaracterizedwithmoreor】esssubsistenceoriented，reCyCling，laborintensive  

andpeasantlifestyle．Thelatterischaracterizedwithcommercial，Oriented，highinput，CaPitalinten－  

Sive，andmodemizedl馳style．  

Tねe怨mers’vjewon怨mきandas血豆ぬmぷypropertyort】1e汀】eanSOfa函Cuituralproduc血nhas  

Changddtothatofameansofpro魚トrai血g，Orinsurrance・likeroleduetoincreasmg如dprice．Innト  

ralsocietypeopleworkingoutsideagricultureandpeoplecomingfromcityareincreasing．So，peaSant  

ねmerhaspolarized亡OCOmmerCiaまねmer∂ndw8解eamerS．   

Althoughagriculturalsuccessorsareaveryfew．newcomersfromoutsidearesolidlyincrea由1g，  

eveninasma11amounts．Agriculturalmodemizationhasbroughtaboutalowfoodselfsu琉eiency，COn－  

taminated払mproductsbya許ICulturalc】1emica】s，a‡ldadeぐまheof8gnCu血raisuccessorshconとmsと亡O  

thebene翫sofmodemization．NowweJapaneseareforcedtofuhyliberauzeourtradeofagricultural  

products．Itis also a chance to rcconsiderthe roles oflapanese agriculturaland ruralsociety for  
ourselves．  

Key words：farmingtechnology，払rrnland，ruralsociety，farmersbehavior，agric血ura王po最cy，  

ro】eofaがCuhture  

ることにある。もちろんそうした考え方は，それぞれの  

時代においても主体，すなわち尊米収家，主女乳 農莱常  

年，子持資者，財界などぷ塗薬にかかわる立場によって，ま  

た個人によってさまざまな差異がみられるが，血敗的・  

平均的な考えや特徴的な動きを記述し，現代がどのよう  

な歴史的流れの中にあるかを探ることとする。   

考察の時代区分ほ駿東・遇政の特徴的な輩柄でわけ，   

1農業・農村観の内容と視角   

本稲の目的ほ，戦後農政展開と現実の遊楽・戯柑の変  

貌過程の中で，農業，虚礼農村，農業労働などに対す  

る見方が，どのように変容してきたかを概括的に素描す  

平成5年11月5E】受理  
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節一山期を終戦から農業基本法の成立までとする。腿地政  

プ机こよって作られた‡ヨ作農が伝統的農薬の枠組みと新し  

い胎動のヰーで敢も活気をもって活動できた時灘であり，  

≪自作農的農業観》の時代とする。節二期は基本法農政  

から石油危機までである。高度綬㈲友長の影響がもっと  

も目立った時期であり，腿莱・農相が根本的に変容した  

時期である。≪家族小股的な経済合理主義的農業観》が  

推進される時代とする。節三期は，露鹿経済成長の矛盾  

や選択的拡大の矛盾が現れてきた時期である。その反面  

経済活動の合理化 コスト低下の要請ほいっそう厳しく  

なる時期である。≪諸問題露里と農業観多様化》の時代  

とする。第Iq期は，日本鮮清の強い競争力の下で，いっ  

そうの腿産物醸人圧力や労働力・人材の国際交流が進み，  

般兼・遇柑にもその軋轢によるきしみと共に新しい渾編  

の動きも現れてくる時期である。≪農薬観をめぐる㈲l今  

と模索》の時代とする。   

人の考えや行跡こ揺らぎが生じる幡（時代）には，価  

値観が混乱し，行動球威の確固たる基準がなくなってい  

る。こういう時ニケ指針となる考えが必紫であり，「燵」  

にかかわる勇気が鼓舞されるような「希望」を見いだす  

ことができるがどうかが濃紫である。E．フロム25）ほ希  

望を「始まれたるものへの倍念」ととらえているが，こ  

表l 峨後遊楽雷腿政の動きと趨莱・脇付観の変容  

楽  騰葉・農相の  
略代   

観   
政策的側面 鹿 地  農 村  及第者遇葉儲働 

特徴   偽薬   

爽瓶   1946 虚地改革法   低地改革を種て  生薬であり，家  家産であり，  山根な鋸温的な  家族鎗出   

糊後  1947 厳格法成立   自作農化   楽である   所得獲得の手  地域（柑）   塙i強で勤勉な殿   

の複   1948 農薬改良助長法  偽薬・農相・飽  多角経常（自給  段   伝統的地域シス  民   
農興   1952 虚地紋公楯   民が血体   一版発）  テム   
莱・  1956 新農村建設   成業的活力あり  自然エネルギー  田舎   
・基  

巌盤  莱に関する見解・1萄   
柑充  民所得倍増計蘭   

1961威張基本法   国民経済の中の  ‡㌢熟練菅（産紫  所得狸得の手  工紫労働力の供  夫婦の労働  

1962 鹿瀬構造改革軍機の  戯業   としての自立の  段であり，保  給地→棍焦化。  技能のある者  

の基  開始   雅楽深化   要請），協業  険的役割  

義経  生産地形成  

農本 業法  化  「貧しさからの  
・儀  解放→般村社会  

薬理   
戯政  

で史上激高   化   投下  関係の変化」  

柑下  （都市との格差  
1970総合飽政の推進につ  業継続の選択  

いて，戯地法改正  
1972日本列趨改造論  

1973石油危機  衣現する農民           移殖の手段   
1974 園」ニ利用計画法，生  きの展望を失  盛業   財産管塑  

の低  舷緑地法  う，  企業的脇米経常  
腿絞  

疎   
1978水訂利用渾編対策   

戯戌  1981N王RA農業日立戦略  莱済 ・成   
の研究  有機盛業・産碇  

柑下  1982全問稲作経営者会議  運動の発展  

結成  

‖町へ   の血層の進展  梯化   公共的利用悪  活性化   後継者  
1986 繭ノ‡【レポート   諦めと希望の戯  あきらめの農業  織の芽生え  都市民の参入  
1987国会総，多極分散型 の国土成  「生薬としての  

農業選択の複  

活」  

四  …要望  1985 フィリピン人花嫁潮  怪星際化・自由化  戯賽経営者の多  社会的効用  都盲†巨戯村交流  地域虚業の  

の自由化問題   
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るのは兼莱化が進んで農相の経済格差が縮小してくる時  

に符合しているが，それまでは地主小作削箪にみられた  

農村の封建遣制が盛んに間先生にされた。農地法の公布  

（昭和27年7月15日）はこうした遇地改革の成果を制度  

化したといわれ，白作他の上に自作良民の骨腿努力が始  

まる。   

これを現場で支えたのが農薬改良助長法の公布（昭和  

2こう年7月15日）によって始まった遊楽改良普及事業で  

あった。「緑の打虹鱒」の名前で親しまれた普及員の現  

場を歩き，現場から学ぶ姿勢ほ，さまざまな閻㍊点を含  

みながらも浸透していき，新しい遊楽技術の潜及に矧臥  

した。   

この頃の般薬の蕊黎な首櫻の血つは有畜農薬であった。  

「役畜」「用畜」r‾発畜」としての家畜のトータルな利用  

奨励と有機質術環を基本とした畑作振興は峰岡】31年から  

実施された新ぷ糾す建設事業につながっていく。この畑作  

振興のため，畔膵I】33年ほ月金懐虜に行われた臨時劇作綱  

査の三蕊猥む版『三盆県における畑作の実態遂 によれば，  

3部門以上の複合程′削亀家が半数以上みられ，多角経常  

的性格を有していること，畑作物の作付巨摘勺では離錮J  

の割合が商いこと，畑作の耕地利用率が120％と商いこ  

となどの特徴がみられた。   

新しい柑づくりと位攫づけられた離脱村建設部磯には  

適地通産など農基法農政につながる部分もみられ，土地  

の絶対的不慮や経済復興に伴う就業拡大により徐々に兼  

業化も進んでいくが，金棒としては遊楽・遊柑・農民が  

Ⅵ一体の時代であり，希望に澗ちた膿華朗闇はが肝臓な時  

代であらた。  

（2）自作鹿主義的農薬の高揚   

戦後復興遇磯ではあらゆる物資が不足していて，生き  

ていくこと自体がたいへんであったので，農薬はまさに  

「生きる楽」（単に食耀生産だけでなく必安な生活慣料を  

そこから得る）であった。職級董別抵民地からの復員者が  

続々農相に罵り，あるいは縁者を密雲って腿柑に食いぶち  

を求めた。その結乳 昭和25年戯莱センサスの鹿家戸数  

は617万戸に増加した。戦後あちこちに開かれた開拓行  

政も「当三きる紫」としての腿米の樅能を放火限発揮させ  

ようとしたものである。しかしながら絶対的な土地不足  

から過剰就業あるいは潜在失業といわれる状態は解消で  

きず，経済の復興に伴って山嵐膨張した農相の労働力は   

のような慈味で「農」の未来に希望をもつには，黎まれ  

ているものへの自覚，理解が必薯である。そして，その  

ためにはこれまで遊楽や農相がどのように見られ，ある  

いは【…】悪されてきたのか，時代の変遷とともに後づけて  

みる作業が必薯である。   

ところが，農薬や腿村についての見方ほそこに住んで  

いる人々にとって明らかに意識されることは少なかった。  

もともと村人の自然観，生薬組，生活観は即馴勺（無意  

織酌）に一血・体的にとらえられていたと考えられるからで  

ある往り。腿業t農村・農民もまたほぼ－一心体的なものの  

別側面として理解して大きな間違いでほなかった。それ  

が経済発展の過程で，とりわけ農家枇キ附こ段外擬用労働  

者が増え，髄家の生活雄武が都市化・近代化し，外部社  

会との接触が急速に増加するにつれ，多様性が明らかに  

なり，また遊楽者も白斑的に遇紫暮棍柑をみるように変  

わってきた。そのような農業・農相観の変額の過程をで  

きるだけ事実に照らして，職米としての農業，農地，農  

相，農業労働などそれぞれの項目ごとにみていくが，そ  

の槻饗を饗したのが袈1である。  

2 ≪自作農主菜的農薬観≫の時代   

（1）戦後復興・基盤充実朋の凝菜・農村（農地改革  

から農薬基本法へ）   

終戦後，戯灘の第血の役割は，疲麿した国土の申で償  

民食梯を確保し開運することであった。農林省は，昭利  

20（1945）年10月3鋸慄磯絶倒鋸胴購慄灘し，米の代  

称として一定数の麦類・い も執等の供出をみとめた。農  

家は野莱の英米，イナゴ，‡鄭阻．海藻などさまざまなも  

ので供批判り当てを速成しようとした注2）。また，次々  

と外地からの複圏者が帰還し，慮山村はその受容地でも  

あった。戦後戯薬改革の中心となる地主制の解体をめざ  

した農地改革は，強力な連合耶の監視という外圧と自作  

及維持創設肇瓢某以来の政府官僚の意気込みとが相伐って，  

世界史的にも顕著な成功を収めた注3〉。自作農化による  

地主小作の解消の問題ほ，単に総官剤問題だけでなく，地  

主への卑屈牒といった従属的梢榊の克服の問題も含んで  

いた注4）。「耕者有基層」を爽現する酎乍農化は，まず  

約一に生産力的観点からとらえられているが，それにお  

とらず′ト作成民の相和的自立へのステップとしても菰婁  

なものであった。伝統的な農相の階層慈猶・構造が崩れ  
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急速に都市へ流出していく。   

磁米涌でほ昭和20年代半ば以降の鹿茶技術の発展もあ  

り，昭和30科こほ未曾有の大愚作を招来する。遇家戸数  

は‡鞘桐0年に556万戸となり戦前水準に戻るが，自作慮  

は尊ら‡ヨ作地に自己の労働を投下して，労働の生捌勿を  

多くしようとする。その恵味で労作経償の本質そのもの  

であり注5），作軌 家私 家，蜂など有用生物をさまざ  

まに組み合わせ，基本的に自然エネルギーに拠りながら  

その総合的生産力を高めようとした点では粟アジア的農  

薬経常の極致の姿でもあった。鹿家ほ小規模ではあった  

が，不足する食欄と農地の自作地化をバネとして散大限  

にそれを生かし，自給を超えて商品生産にいそしんだ。  

それが結果的に有用生物を総合的に利用する仕組みとし  

て「多角経常」となり，家族総出の労働がそれを支えた。   

厳密にとって膿莱は「家莱」であり，長男ほいかに学  

力優秀であっても家を練れることはできず，滋務教育か  

胞学校を終わると農薬を継ぐのが自明のことであった。  

「砂土を化して黄金となす」所有権を手に入れた収地改  

革後の農民たちの生産意欲が工技術レベルの飛躍約向上  

に加えて戦後技術の新段階を画した嬰因であった梶那㌔  

（3）「家産としての鹿地」   

農業が「生きる莱」であってみれば，戯地はその（生  

きる）ための「不可欠の手段」である。土地は農家の  

「家踵」であり，また「憐憫ほ絹針勘乳 でもあった。  

もっとも腿家自身が遊楽経営活動を所得獲得の行動とし  

て強く意識するのは糀欄兼塞が…・般化する次期のことで  

ある。肥料，農薬，膿米機機轡の資本財投入が増え出し  

たとはいえ，投入の主たるものぼ鎚薬労働力であり，鹿  

家労働力は過剰就葉状腰であったので，何よりもその労  

働力を投入する庖地への執着はより大きかったといえよ  

う。このことば土地生産性向上への漉い志向となって現  

れている。もちろん農業人口に対する土地比率が相対的  

に小さな日本では，操琉的に限られた土地に可能な限り  

の労働力を投入して反収（1反あたり収鹿）をあげるこ  

とが甘から山賀して大きな目標であった。   

土地はその希少性から君芽賽の増大とともに地価が急」こ  

昇する。目本不動産研究所の地価調査によれば（これは  

全牒】農業会議所の地価済査よりも妃月封也価の影響が少な  

いといわれている）自作地の脳地価格は図＝のように変  

化してきている。名目欄蘭が急上昇するのは昭瑚1′ま7年6  

（単位：千円／10a）  

ー⊥田  

一車用  
…・‾ド閏  

…ヰ畑  

195ロ52’54’56’58’60－62’64’66’68’78’72’74’76’78’88782’84’88  
’51’53’55’57’59’61’63’65’67’69’71◆73’75’77’79’81’83’85   

図1農地価格の推移（全図〉  

注）『日本農業遊礎統計』及び『ポケット應林水産統計』より作成。  

（原典は日本不動産研究所「別田価格及び小作料瀾ペ」）   
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月‖‡ヨ即】1■首相（7月5日就任）の「El本列島改造論」  

柱6）が発来されてか らであり，それまでは上界傾向には  

あるものの，土地を単に嚢産としてみる見方は都市近郊  

等の転用地価明磯い地域を除いては少なかった。災審や  

病気や娘の結婚式など「いざという時の保険的機能」に  

対する自覚ほ出はじめていても，基本は「家産」であり，  

「所撞獲禅手段」であった。  

（4）「イ云総的」磯村の態様   

この時期の鹿柑は次三男などが他出もしくは雅楽観葉  

し，世帯主も冬場の出稼ぎ等はあったが，多くの世帯員  

は農業に就業していた。交通・通信手段の発逢が始まっ  

ていても農村は都市とほ経れた打合であり，その生活雄  

武は都市に遅れたところとしてとらえられていた。「都  

市に追いつき追い越せ」ほ慶柑近代化のスローガンとな  

り，都市的虫偏磯感へのあこがれほ強かったもののそれ  

を速成する所得が不十分であった。昭利20年代後半から  

：30年代にかけて奨励された台所改溶は，かまど，流し，  

水屋箪の改良やそれらの合理的配僕㍍ 採光の配慮などが  

開通にされた。   

伝統的な茅（動 労き嵐根，襖・障子の間仕切り，土  

間つきの般家の構造は属憫で山家【肇欒の‖穿を過ごし，土  

間でほ副華や縫・純・草履つくりなど生活と戚米生産の  

補助材を坐威する墟でもあった。十数年で発き変える茅  

の調達は「ゆい」的な共剛乍莱であった。家の大きい小  

さいはあっても，また経済約に裕福な家は瓦茸きになっ  

ていても，地域的に一様な農家の風憎があり，またかな  

り…・様なガ隻柑放組をなしていた。   

土地改良率塞がおこなわれ 佳＝gが整形化されたとこ  

ろほあっても，多くは棚田ないしは級簡約明水和で関越  

し潅漑がおこなわれ，田植え水確保のための水利組紬は  

村内もしくは数か柑の地縁的な結合で，ま ったくⅠ∃主約  

な地域資源（水，土地）の管削がなされていた。   

特産物や山都の農庶物の市場揖荷があり，彪渠協同組  

合を通しての肥料や農薬の賦入が増えつつあっても，稲  

基はそのままあるいは飼料や堆肥の形でほとんどが土地  

に還元されるほか，客土，レンゲやクローバーなどの緑  

肥イ乍物，山葦の利用など伝統的な地力維持の方法がとら  

れていた。台所の残淡はもちろん，尿尿についてもま！！】に  

還元されていた。生活排水についてもそれを溜めておき，  

畑に利用する循環利潤がまだ健在であった。もっとも汚   

物や汚水にかかわる蚊や螢の発生など保険衛生の課題が  

付随していたが。それでも農相はまだ山根な削温的地域  

であり，戯莱を中心とした物質的循環（伝統的地域循環  

システム）が極能していたといえよう。   

農相ほまだ都市におくれ，郁雄とは隔絶したところで  

あり，食料供給基地また都市民の故郷としての縫付のイ  

メージは，農相民にとっても都市民にとってもあまり食  

い速いほなかった。  

（5）「勤勉な」農民観   

まi銅J】30年頃から潜及し始めた緋怒機は36年には100万  

台を爽放し，労菩の多い作業であった狂‡起こし，代掻き  

が機械に代称されるようになってくる。しかし，基本的  

に農業成果を決めるものは「朝に鼠をいただき夕に月形  

を踏む」ひたすらな動労であった。戯作莱にはさまざま  

な種籾の壮挙があり，農繁期には老若男女…一家総出でそ  

れぞれの能力に応じた作業が遂行された。農作莱はまだ  

基本的に手燭働に依存しており，屈強な働き者が相成と  

みなされた。台風や干審などの被客にあっても翌年の収  

穫を目指してただひたすら働き拭けるその動労浄神札  

同じ稲作戯莱であってもi当然の怒みにより依存し，攫を  

蒔けばあとは収磯を待つのみといった東南アジアや南ア  

ジアのイ云紋的過民の労働観とはまた遜ったものであった  

注7）。後に枇界的にも批判を受けることになる日本人の  

勤労観はもともとE】本的風土と膿莱に由来するものであ  

る。 それは儒教的労磯魔にう襲豊轡されたにしても，生きて  

いくために動地を婁話されざるを禅なかった風土及び繚  

済構造から招来されたものといえよう。   

以上のように，戦後復興を経て，高度緑i創文養を準備  

する基盤充爽期の農業・鹿柑観は，戯紫・農村・農民を  

まだ両体的にみることができた時代であり，自作農の息  

吹がもっとも淡く感じられる時代であった。機械や戯薬  

など近代的盛業へのさまざまな胎動がみられながらも，  

基本的には自然エネルギーに依存し，持続性に危惧のな  

い伝統的地域循堀システムを残していた。また，段村の  

食生活もまだ伝統性を保持していた。  

3 《家族小磯的な経酒食理主務的農業観推進》の時代   

（1）基本法農政下の應＃（凝集基本法から石油危機〉  

昭和36年6月12‡ヨ「戌工閏の生産桃・所得格差の是   



大原興太郎・頒瀾＋職  
ユ72   

（2〉 r産策としての農業」  

ii銅栂5年1ま月に擬音斉藤統合が答申した国民所得借欄劇  

画（弛張首相）の下では，上昇する生活歎を確保するた  

めに髄米韓登の規模拡大が加速化され，農業所得の増大  

が見込めない鹿家では兼茶化が加速化された。農業も産  

米としてl∃立することが求められ，農業終遷を改浄して  

「自立経営農家」を育成し，大型機髄を導入するための  

「i鉱業の助濃」が大きな政策目捧となった。自立繚′浄は  

「正常な構成の家族のうちの虚来従事者が正常な能率を  

発揮しながらほぼ完全に就業することができる規模の家  

族脳葦覇僧で，当該農紫従事者が他法楽従単著と均衡す  

る生活を営むことができるような所禅を確蘭することが  

可能なもの＿j と規定されていた。   

盛挙法制魔の翌年昭利闇準から腿某柵遺改革軍楽が開  

始された。これは一柳易整備㍉ 大彗廷機械の導入利用，裁釈  

的拡大作目の幕入をセットにして助成・融資するところ  

に特徴があった。家計支揖が上昇する中で農薬艇′浄を‡ヨ  

立させるにほ面梯観賓箪の拡大，あるいは資本投下などに  

より集約度を商めることが不可欠であった。   

針鼠経常鷹家の規模拡大は，自立経常を志向しない良  

家の離農とその戯地の流動化によっで遵成されるもの，  

と那寺されたが硯壌粛そのようにはならなかった。多く  

の腿家は維農形態ではなく適劾雅楽形態を選択し，彪地  

は手放さず，地価も下落するどころか転用需要の増大に  

よって高騰し，発買による戌地移動を押さえることに  

なった。これに代わって貸借による戯地移動は一 遇用地  

利用増遊事業や戯用地利用増遊法などの法的盤備によっ  

て，徐々に増加しできている。石井1）。   

当初のもくろみどおりには動かなかったが，選択的拡  

大・単作化・技術革新が進み，大規模牒傾聴瀾と市場で  

の支配力を増すため主産地形戒が図られ，地域特化が進  

んだ。野菜の施設栽培では施設の利用率を高め，市域支  

配力を増すため周年栽培が普通となり，冷蔵施設の発途  

とともに農産物の季節性が欠如していくことにもなった。  

生薦・流通の近代イヒは機械や化学製品（化学肥札 農  

薬）など遊楽関連威儀の成凍を取り入れることになり，  

遊楽は従兼の礪蘭な農民」から「新しい機械灘戯や職  

種を処理する能力（技能）のある農薬者」が有利な時代  

へと変化してきた。また，親子で別々の部門を独立に総  

解するなど注S），家業としての鷹築かち個人（あるいは  

夫婦）としての職業（農薬）選択が憩沌されるように   

正」を目枠として公布された農業基本法に基づく縫政は  

これまでの農政と大きく異なり，脳髄にも撥音斉合薫ほ三魂  

を徹底させようという基本に蟄かれていた。農薬もまた  

「国民艇瀾の中の腿莱」であって商皮経済成長に貢献す  

べく位攫づけられた。そこでは安価な食料供給の役割の  

みならず，繰櫛武威を支える労働力供給の役割があり，  

また政治的にほ搬彼保守政治の基盤ともなった。去転本法  

を導いた農林漁業基本問題済査会（会長東輔摘心1軍機  

屈濃小倉計」 の答申 好’戯業の基本問題と基本対第透 ほ  

良薬政架を3つの柱，すなわち所得政乳 生産政策，構  

造政策にまとめている。ここで日本巌勘ま高度成戌と連  

動して，経済合筆Ⅰ捜索，矧幣イヒへの範…歩を踏み出した  

のである粗相15）。   

この中で大きく遇莱のあり方を変化させたのは生産政  

策であった。所得均衡の実現と海外戌産物に閑適する比  

較生産数の観点から，生産性とくに「労働生産性の向  

上」をはかること，また需安構造の変化に即応し，成戌  

都lりと冒される果樹や畜産の「選択的拡大」政策がとら  

れた。もうかる畜封】tjの拡大，しかも生産性を向上させる  

ためには大規模なものが良いという政策の徹底は，やが  

て生産過剰とそれに伴う生成調粟を招来するものの，牛  

乳，卵，茶㌧ みかんなど果樹・畜産翻蔓l－【Jの成佼を促し，  

国民の食料内容を向上させた。他方で′ト安や大豆などl封  

際髄登美の渦い品目は輸入に煉ればよいとして，輸入が  

増大し，急速に閣内生塵が減少していった。バナナ等が  

輸入飢を－1化された1Ⅰ欄】38年9月には，農林水産物の非lヨ  

‡hイヒ品巨＝ま76品l∃であった。   

水田麗作も探鋸こ合わないとして作られなくなり，稲  

作化が進むとともに，労働生産性の向上のために機械，  

化学肥札 農薬等の近代的投入財が増加して伝統的遊法  

は大きく変わり，地域的な物磐循環もまた変わることに  

なった。選択的拡大作目ではなかったが，釆は遇家の兼  

業化と剋制約で生産能力が商まり，これに反して常磐が  

減退したため，昭恥ま5年から本格的な生産鯛当窪カゞ始まっ  

た。当初3年間の休耕奨励金ほ終発として農民の生産意  

欲を著しく損なうことになった。   

就業吋髄で生活の便利な地域への労働力の移動は都市  

の過密と山村の過疎問題を生み出し．自作月毎主義的農業  

組が崩機へと向かう時代でもあった。  
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は9．6倍であったのが，昭利35年に48僻まであがり，そ  

の後1960年代はむしろ低下してd5年に29倍になり，以後  

再び上界する。このように良基法磯政のもとで遇地の東  

灘価催‖ま碓実に上界していくが，麓地そのものほ所得碓  

保の手段であり，いざという時の保険的価値でもあった。   

この時期の農地に関して見落としてはならないことは  

昭和45年の汲地法改正である。農地の保有制限の上限と  

稀欄労働力の制限を廃止し，離農し離村する戯家に在村  

地主なみの／ト作地保有を認め，農協による農架線常澄託  

事薬制度せ報償するなど，傭也否定立教から貸賃倍容認  

主義へ舷換した大域ぐ）。また，農地取得の下限両様ほ取  

得前30aから取得後50aに改正された。この法改正は  

すぐには変化をもたらさなかったが，巌莱を志す非故家  

世幣員が婚姻や光子以外の方法によって麓地取得するこ  

とが法的に可能になり，職莱として般米越沢をすること  

ができる岬一一つの条件整欄であった。  

（‘t）米菓化の進展と農村の変容   

脇工間の生産′性格差を解消するため遊楽生産性の向上  

が大きな旗印となり，機械化・化学化が遊んだが，その  

結果余った盛業労働力ほ地産発に向かい，サラリーマン  

兼業化が，その早い遅いはあれ全国的に広がる。農業だ  

けで生計が立たない規模の小さな戯家は早期に兼業化が  

進み，締射糾こは農相社会階層の経済的な平等化が進ん  

なってきた。   

法的な職業適訳の釦如こついては，すでに明治5年，  

土地永代売買解基とともに農民の転莱の自ぬが認められ  

ているが，他の就米機会が現実にあり．憩閲すればその  

ための能力つける学習・歌麿機会がなければ爽璽的な職  

莱選択が機能しない。この恵味で農業が広く社会的に職  

薬選択の対象となるのは高度成養期以降のことである。  

農薬に対する職菟的魅力は，自然と親しむ，‡ヨ常葉の筐l  

ぬさ，育てる客び，儲かるなど，また魅力のなさについ  

ては，きたない，仕躯がきつい，天焼に左童；される，生  

きq勿相手で杓舅ミされるなどがあげられるが，マスコミや  

血股的風潮の影響からか，都市的鑓瀦睾あこがれる若者  

たちの腿基経れほ－・賞して進んでいく。  

（3）高度経済成長による地価の高騰と鹿地所有の  

意味   

農地価格（全国平均）ほ滴摘緒鋸翫鋸配偶にはいっても，  

とくに1960年代前半ほなおゆるやかな上界を示している  

（隊＝）。昭和46年6月21巨！農村地域二l二∵米車人法が公布さ  

れ，農相への工場進出が加速され，彗星47年6月「列島改  

造綾」が者達表されてから腿地価格の上釦ま急カーブを描  

く。いま，農地価格上界の棚対極をみるために，自作地  

水間の10aあたり価柏が政府買入米価（米1俵）の何  

倍に相当しているかをみてみよう（閲2）。昭和25年に  

（単位：債分）  

図210aあたり膿地価樽ほ米何衆に相当するか  

注）『ポケット農林水産統計jによる。60lくgあたり普通打の佃け各。   
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放した。これに伴う「煮炊き」から「炒める揚げる」へ  

の綱理法の変化，多様化は替歌的な食生活を潜及させる  

山つの条件をつくった。また，単・登民話等の潜及は胞村  

民の生活空闊を大きく広げた。   

戯基法脇政の中心をなした農薬構造改薯軍機は既観約  

にも慮柑の様相を変え，土地，遇遺，藩排水路の近代的  

な麗イ亜の在り方ほ地域的に鰍一等‡ミ的な集落を肘√→梯な梯榔こ  

変化させた。昭和40年代に入って，都市近郊や平坦地術  

の鹿家の建物ほ，かっての茅茸きの家から応接間を備え  

た瓦葺きあるいほ鉄筋の家に新築・改築が遊んだ。さら  

に脆落の中や周辺に非腿家世帯が増加して混住化が進ん  

で農村約様相（風栄）は山変Lた。風嚢は「j琵組を外形  

にもつ生活の全体像」ず㌻川23）であるとすると，新しい農  

相の風教はまさに近代化された生活の総体を現している  

といえよう。  

（5）自作農的労働観の変容   

昭和40年代に入っての遊楽機械化の賛しい進展，とく  

に稲作の中小難聴繊化…賞体系化は，老人や子供などの  

稲作補助労働の習音婁を減退させた。進学率の上昇は燵家  

管制こも及びそのための遊学撒導の在り方は脳楽労働の  

手伝いを減少させ，ぷ込紫もまた夫婦中心あるいほ世帯主  

ひとりが営むように変化した。こうしで戯家子弟といえ  

ども農作発から学ぶ槻会が減少してしまったのである。  

だ。もちろん紳かにみれば経済的な格差も社会的な格差  

もあり，格差の桝消傾向の反乱 絶えずあらたな格差が  

作り旧されてくる。   

この兼業イヒによって生存水準の速成はもちろん，生活  

に必薯な敢砥の物質的生活が充足されるようになる。天  

候や災寒等で農米生産が減収になると敢低の生存水準も  

脅かされることが少なくなかった以前の状態とほ大きく  

状況が変化した。鵬般約生活水準の上昇や社会階層間あ  

るいは経済地覇瀾の相対的な貧しさの問題，あるいはそ  

れが多就葉によって成り立っているという関数虔はなお  

現存するとほいえ，戦後濃く農相の課題であった「貧し  

さからの解放」近藤川は，誰某化によって基本的には速  

成されたとみるべきではないだろうか。少なくともこれ  

によって零細良民たちの樺済的日立が進み，旧地主時に  

対する卑属さなどといった柁柵的抑圧を跳ね返す経済胱  

基盤ができたのである。そしてこれはl卦習約な麓相関憫  

関係を実質的に変えていく条件でもあった。ここに二E莱  

化・都市化が農相に与えた影響の餞魔潮な叩1別所がある。   

また，兼業化に議覧礎づけられた戯家他聞」人当たりの  

可処分所得ほ雷嘗露和47年に勤労者（金剛 のそれ計上回り  

（囲3），生活水準や生活用典といった点では部首打と腰柑  

の差がほとんどなくなってしまい大原5），農家の生活様  

式は山山気に都市化が遊んだ。昭和30年代から40年代にか  

けて戯柑にも燃料革命が進み，薪炭からガス，電気に舷  
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図3 －】一人あたり可処分所得・家計弊の勤労者世帯との比校  

注）野瀧莱白鴎‥附属統計表』昭利かi7・51年版より作成。  

㈹典：大原興太郎「兼業化と腿家経済」㌻三貌大学農学部学術報埜ね節56号，P．28）   
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した注10）。   

昭和47年は異常気象でソ連がアメリカから大腰：の敷物  

を買い付け，それ以後飼料穀物の価格が商騰した。き鷺48  

年6月にはアメリカの大豆，粟磯聞輸出税別により大豆  

パニックが起こり，農産物海外依存の怖さを露呈するこ  

ととなった。   

機縁20年代から導入さゴtた鼠熟ま，耐病性は低いが多  

収性の品種の採用を呵儲にすることとなり，また炎天下  

の除草労働を克服するという酢那‡勺な成果をおさめてい  

た注11）。しかし，‡捌【I45年には毒性のl称抱からBHC，  

DDT，ドリン糸農薬の稲作使用が仝耐軌ヒされる。ま  

た，施設薯隻番産における多朗化は畜産公害を噴出させ，  

臭気や水質汚放で畜産繚骨の継続が閣粍になるものも出  

てきた。   

高度成戊期の農相における消饗水準の向上は】∃覚まし  

いものがあったが，それに対して目立ってきたのは生活  

基盤縫紋の不備と生活堺磯の問題点であった。排水施設，  

尿尿処理機，拡灯，ゴミ対策などの農相生活環境施設の  

充実が低成薫期に入って進んだ注12）。しかし，この期  

も過疎過密の問題は嫁御されず，条件不利地域での後継  

者問題や後継者の嫁問題ほいっそう深刻になる。このよ  

うにこの時期は商鹿成戊期のさまざまな矛盾が露愛し，  

その克服のための新しい動きが現れる反面，圃酵蘭な魂  

争に影響される部分が拡大し，いっそうのコスト低下な  

ど合理化が繋言i写された時期でもあった。腿家独活では衣  

食住の都市化傾向が施薬化の進展と共にいっそう進んだ。  

（2）農業観の多様化   

世界の脇産物貿易は異常気凝などで簡単に乱される側  

面をもっているが，…一般的な農産物過剰下で「作った物  

を売る」から「売れる物を作る」への蕊点移行ふ磯付加  

価傭化の蔑視山が，またいかに発るかの「マーケッティ  

ング戦略」の敦賀性が強調されるようになってきた。安  

全な腿産物をもとめる消兜瀞は亜年代末から50年代前半  

に麗掻生産者と提携する産消授才獲巡軌に発展していく  

国民生活センタw12）。生産者の側でも近代農法において  

支配的な尊作軽骨でほなく，多ぶほ少数生産の小脳複合  

的形態をとり，生命に安全な炭塵物の生産と消費者との  

抱擁に自己の遊楽活動の生きがいを求めていく人たちが  

生まれている。そこでは腿産物ほ単なる商品ではなく連  

帯の媒介畷であり，文化を巡ぶ商品ともなっている。   

そして虚業は一家総出の労働から夫婦の労働あるいは世  

帯主山人の労働としても成り立つようになる。だが，こ  

のことがやがて，次の担い手として期待される世代の農  

業観に影紗を及ぼしたように思われる。多感な少年時代  

に体験を過して農莱を学んでいた部分がほとんど欠落し  

てしまったからである。   

さて，機械や施設が労働手段の中心になると，それら  

をうまく操作する「技能のある者」が優秀な遇楽者とし  

て現れてくる。称賛される遊民像に変化あるいは多様化  

が進むのである。「土地に汗して働く」ことは自然の恵  

みを受けることであり，それは所得が多ければ働く，少  

なければ働かないというものではなかった。ところが，  

昭和42年の米の収機商は1445万トンの史上激高を記録し，  

翌年もほぼ同様の患作で政府の米在郷は7朝方トンを示  

した。その楯米用利44年の試行を経て，45年より本格的  

な米の生産調査が開始され，当初3年瀾は単純体制にも  

奨励金が交付されることになった。米を作らないで奨励  

金が入るこの政策は，「嫌農の考えがたt＿～てくるのがねら  

いだった」と関係者の衆畑囲郎注9）が述べているよう  

に，誠褒な勤労観をもつ自作農主義的農薬観を外側から  

決定的に崩そうとする方向に作用した。   

この時期の虚業・農相の変化はニ千年の稲作社会の中  

でも敢も大きなものであった。綬済の高度成戊を特に労  

働力衝から支え，二l二莱化の成果を生産・生活の両面で取  

り入れることにより，舷米生産の機械化・施設化や農家  

の生活様式の都市化を達成した。伝統的農薬・農相の在  

り方に根本的な変化をもたらした大きな転換期であった。  

よ1≪詰問詣の露呈と腱衆観多様化》の時代   

（1）低経済成長下の農業・凝村（石油危機以降）   

基本法腿政下の現代農業・鷹法の利督は，‡闘‡14鋼三10  

月OAPECの石紬戦略蘭戯による原油供給盈の10％削減  

とそれに伴う石油価格の大幅止憐・や品不足の，いわゆる  

≪石油危機さ が発生する前後から硯れはじめる。山つば  

過剰と不足の問題である。温州みかんなどほ晩柑頬への  

改植が進み，乳牛や鶏は沸羽瀾瀾があり，米については  

過剰が構造的であるとして昭和53年より10年計画の水田  

利用再編対焚が立てられた。ほぼ血律になされたこれら  

生産開光政第はより足腰の撒い軽骨を育成するという構  

造政策とは必ずしも艦合せず，担い手‡芝誓書題を両層深劇化  
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また，小脇複合，地域複合的経常や有機農業など，伝  

統的な物質循瑠の考えを生かした農法の工夫も…部で積  

極的に取り組まれるようになる。   

稲作や選択的拡大作‡∃部門では生産過剰やいっそうの  

品質魂争で農業をめぐる情勢ほ厳しくなった。このよう  

な中でごく少数でほあるが「稲作経営者として勝ち残る  

道」を提唱する企業的巌葉者が現れる注1：i）。   

しかし多くの地域で鹿某の魅力や腱茶を続けているこ  

との自負心が喪失していった。工場の地方分散や都市生  

活のストレスの多さなどから昭和50年代以降過疎化の進  

行は純化するが，農薬の後継者が得難い状況は続き，親  

世代にとっても家（羞）を守ってくれれば腿薬は継がな  

くてもよいという考えが生まれてきた。立派な経常を  

行っている人たちの中にも，】当分の子供でなくても経常  

を継いでくれれば，白分は地代取得者でよい（特に生産  

綴絡のリーダー）といった新しい考えが出てくる注14）。  

このような状況の中でも固民経済的には生態系維絆や自  

然環境の保全がより大きく問題にされ，膿塞がそうした  

役割を纏っている点についての理解はある程度進んだ。  

（3）資産化・投機対象化する農地   

図1に明らかなように列島改造給と石油危機凍瀾とし  

て農地価格ほ全国的に商騰し始める。iOaあたり農地価  

格が米何俵に相当するかをみてみると，この頃から急騰  

し，昭和60年にほ米63俵に相当しでいる。これは昭和那  

年6月の農相地域工莱婦人促進法の影響もさることなが  

ら，企業の土地買い－圭子めが列島を駆け巡ったからである。  

昭都51年の国土庁㌻全f萎l遊休土地業態間敦盛（好個土利用  

自恕』昭和53年版，103賀）によれば，昭利崩年1月～  

服年ほ月における民瀾嚢ネの土地取得ほ宛に8臥3方ha  

であった。   

都市近郊は勿論，平坦地弾から中Ⅰ潮間地瀾増でゴルフ  

場やリゾート開発用地として，また将来の値上がりを見  

込んで民間資本の買い占めが進んだ。この土地の接供者  

ほ農林家であるが，金でもっていることの不利を知った  

土地供給者たちはその多くが代替地を粟牒した。そして  

その代替地も時を繰て値上がりしてくる。こうして土地  

は投機約利潮の手段にもなっていくのである。代替地取  

得ほより価格の安い地帯に向かうので，こうした土地の  

派生滞嬰がより†層全国的に地価を引き上げることと  

なった。   

とりわけ都市化地葡の農地価格は転用地価を反映して  

商騰し，農地の発却により所得番付の上位に顔を出す地  

主が珍しくなくなった。地価の櫛騰は農家が農地を手放  

さないからだとして，市街化区域内農地の宅地並課税法  

案が昭和48年4月25日に成立し，実際の訓税を巡って郡  

市サイドと虚業サイドの攻防が始まる。しかし地価商騰  

の原園は，「大企業の高利潤と観衆の商い支払能九 さ  

らに慣用の膨張など，つまり，それらの商い地代負擾カ  

とその前払いとして高い地価負担力，さしてさらに資本  

の行う土地投機などから脱明されるペきなのであって，  

農家の売り惜しみなどから脱明されるべきことではない  

のである。」石井1）   

この期ほ地価の輿常な商騰が象徴的で，巌地の資産価  

値としての閲心が高まった時期である。しかしその反j軋  

都市農業においてもその立地を生かした軟弱野薬の周年  

栽培等に邸心して農地をまさに営農の手段として見る数  

あるいほ人生を楽しむ手段として見る農薬潜もあった。  

また平班地帯でほなお子孫に伝えるものとの伝統的考え  

も根強く，農地の見方の多様化が遊んだ。  

（4）兼務化・混住化と磯村社会   

この時朔の脇柑も引き続き基盤盤棚などの構造改革串  

米が進んでいき，さらに広域過去数 戯村下水道，鍍金場  

等の生活翔域がより良く整備されるようになる。都市の  

過密はいっそう進み，とくにその様宅条件が厳しく，マ  

イホームの取得は1～2峰岡あるいはそれ以上の通勤時  

聞と引き換えねばならなかった。これに対して地方都市  

も文化施設などの充実がなされた。給与水準も大都市と  

それほど差が無くなったため，UターンあるいはJター  

ン現象がおこり，また，桓】家公務員と地方公務員に受  

かった学生が地方公務員を選択するという現象も珍しく  

なくなった。   

麓村は小親機住宅動地の進入をはじめ非駿家‡購苧の増  

加による典佳化・混位化がいっそう進んだ。農薬センサ  

スによれば，全農薬集落に‡おめる鹿家率80％以上の炎落  

の割合は，昭和亜年の服．7％から昭利60年には35．2％に  

減少し，股家準30％末梢の基落割合はこの問11．2％から  

23．3％に増加している。山鹿業集落あたりの平均倣術数  

はこの聞86戸（内農家38戸）かちi4三戸（内戯家33戸）  

に増加した。交通不磯な過疎地はいっそう人目が減少し，  

残った人にlの商齢者化がいっそう遊んだ。   
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会は，昭利媚準に全国ぷ法楽経常者協会と改名して農業経  

常者組織遊動を活発に‡掛始する。この協会につらなる全  

図稲作経営者余儀がl榊‡】57裾こ山した「稲作経営者とし  

て勝ち残る道」は稲作主体者の提督として注‡∃をあびた。  

そこでは稲作の総督馴票を基幹労働力1人＝10ha，夫婦  

二人で20haとおき，寒菊農家の主体性を生かせる融資  

や助成措置の必婁性を訴えた。   

また，昭利58年には「余l茎！の百姓がとりあえず塊まっ  

てみよう，東京座談会」に金閣から300人の段民が参加  

するなど，i∃主的な交流のネットワークが広がった  

注17）。   

以上のように，この期は商磯蘭済成成下のさまざまな  

矛盾があらわれ，その対応の多雄化が新著になってくる  

時期である。選択的拡大の結果として農産物の過剰と不  

足がはっきり視れ，公審などの畷矧言舅題もより普遍化し  

て，とくに畜産の立地が厳しくなる。こうした中で「光  

れるものを作る」というマーケッティングの麓祝や有機  

遊楽・産舷運動の発展がみられるようになる。しかし，  

…般偶には農薬の商齢化，戯柑の温佳化，【川椚他におけ  

る過疎の遊行など農薬の担い手の危機が進んでいく。  

非鷹家枇瀾の流入で棍佳化溺像が増した腿凝集落はそ  

れぞれの立地条件や温伎化率の違いによって自治会と遇  

家組合の関係など集落逓ノ削こさまざまな影響を与えるよ  

うになる。某洛桃成員の輿質化，多様化は集落の合意形  

成の在り方にも影響を与え，覇月ヨ兼業などで村人みんな  

の生活が忙しくなったこともあり，ふさわしい人材とい  

うより負担の公平の観点から役員を選ぷ地‡貢が増加した  

注15） 。農山村池澤でも，入会林野の鷹動こ伴う典同体的  

財産の縮小など共同体朗劇滞の弛綾が進み，柑の伝統的  

階層的秩序ほ崩壊した。こうして独力なリーダーシップ  

は発揮しにくくなり，さまざまな利審の調整機汚巨が合意  

形成には極めて蕊粟になってきた。いわば「リーダーか  

らこ仁一デイネ一夕ーへ」の蕊慮移行が強く求められるよ  

うになったきた。  

（5）表現する戯民   

農村は共同体的なところと考えられてきたが，生活様  

式の都市化，西欧化が進む中で個人義教化が著しく進展  

した。農家の世帯員がそれぞれ外に働きに出るようにな  

り，自由になる所得を得るようになると，個々人の行動  

は家や世帯主の拘架からより筐l由になる。家の新築・改  

築による間取りの変化，とくに個室化の遊行は，個人立  

教的行動を血J督助成するようになり，村の共同体的組潤  

の弛緩をもたらす紫l緋こもなった。   

舷薬機械や施設化ほ低成渡時代になっても進展し，さ  

らにほパソコンやファックスなどの情報換登詮が先進的遇  

来者に顆り入れられていく。その緒猟 犬婦繚′浄やワン  

マンファームも育ち，技能に弛い者，あるいは情報に強  

い者が先端技術を取り入れた農業経営を展開する。また，  

農業の仕事を生活全体の中に紋掛づけ 健康を保持し，  

生活を豊かにするための「農休‡ヨ」の設定などがされる  

ようになる。そ・の反l軋 戯楽尊肇着鯵の厳しさや農薬労働を  

眠う世朝の反映もあってか，慮米は若者にとって3王く  

（きつい，汚い，危険）産米注1｛i〉に含められ，後継者不  

足がいっそう深刻になる。   

農業者の意見はこれまでたいてい系統戯協を適して世  

間に発衣されることが…刷∧般的であった。しかしながら多  

様化した農薬の中で膿協に先約して発衆できる部分は必  

ずしも多くない。作目別の組織ではなく，企某的農薬経  

常および自立彪塗薬経常を確立するための農業者の自主的  

縦線として昭和′10年に組織された金‡乳隊教練常題代化協  

5 ≪農業観の混迷・激突と多様化》の時代   

（1）図際化時代の農業（円高が進むl馴l沌0年以降）   

低姐矧捌こなってもい〈つかの危械を来り越えて甘本  

経済は好瀾服灘移してきたが，昭和50年前後からその桓‡  

際娩争力はさらに上界した。昭和哺準に変動相場制に移  

行して以乳 徐々に円商に推移していた外国あ替相場が．  

‡獅暮】59年から年平均で1ドル252門，201円，160円，122  

門と3年間に2倍以上に倣」二がりしたのである。2例の  

石油危機を経て門番が進む申で，輸出向けの製品を作っ  

ていた中小企業のヰりこは倒産するものもかなりあったが，  

商工業全体としては自由貿易体制をフルに活用しながら，  

多様な繚骨解釈によって‡藁重野練争力を飛済増せた。   

このような日本経済の国際経済社会におけるリーダー  

的地位の確立は農業の領域にもさまざまな新しい現象を  

もたらした。そのうち叡大のものはいっそうの農産物貿  

易の【委ま由化が我が国に迫られ，これまで聖域ともみなさ  

れていた米の自由化に手をつけられそうな勢いがあるこ  

とである。同一祭貿易閉場は園内閉篭に連動しており，こ  

のような状況の中で米の政㈲買入価格は3年間据え腱き   
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の末，昭和62年初めて名銅l踊各も引き下げられた。   

その結果稲作経常のいっそう愈登椚ヒ（コスト低減，規  

模拡九 ′受委託の促進等）注18）あるいほ商付加相磯化が  

繁消された。米以外の品目ではすでに‡】網膜昨2月に日  

本の狼産物12【昇一目のガット裁定案を受諾せざるを得なく  

なり，さらに6月には日米交渉の結束，3年後を期して  

牛肉・オレンジが自由化されることになった。平成2年  

10月の衆酉ドイツの統山実現と平成3年のソ連の崩域は  

マスコミを通しで流れる聴界の潮流をいっそう飢jニ1貿易  

体制に導いていくかのようである。   

しかし，この期は経済耐・安易面の国際化・自由化の  

みでなく，新しい時代の前触れを示すかのような出来事  

も起こっている。例えば，昭和61年4月28日のソ連の  

チェルノブイ牛原発邸故による放射能汚放往1g）は三蕊  

県度会町の茶から検出され，環境間磯が地球規模化した。  

また，服洞‡王60年後継者の配偶者不足にこまった宜形県朝  

馴汀はフィリピン人花嫁を集団で迎え入れた。以後アジ  

ア人花嫁関城は過疎地の…つの救済箱として受け入れら  

れていくが，それは自由市場経済体制の格差構造が生み  

出したツケでもあった。労働力としてあるいは子孫を残  

すために迎えちれたとしても育った文化が大きく輿なる  

圃際纏始服さまざまな問題を引き起こし，また村人の恵  

撒を変えていく注20）。   

平成元年教員本の各地で日本の農民と敗界の戯民との  

草の根レベルの閏際交流がもたれ延3，000人に及ぶ農民，  

農薬関係：凱 粥楽者が参加したが注2】），これもまた新  

しい閻l酎ヒ時代を意味する現象であった。さらに，平成  

：∃年2月にほ「元気な百姓連の手作りの本」として『督  

姓和弘が地球百姓ネットワークから出され，新たな活  

動を開始した注22）。このようなさまぎまな変化の中で  

農業はその経済的価値に加えて生態環境的価額や社会  

的・文化的役割恨みられる生活価倦が弛〈意織されるよ  

うになり，いまやこれらの総合的価格を追及する時代と  

なっており姐悶彗 その悪味で新しい虚業偶の形成が  

薯潤される時でもある。  

（2〉「選び取る養」としての農業   

成業をめぐる厳しい惰勢の連覇と針本経瀾の好調さに  

支えちれた猿外覇相の安蒐性は，伝統的な家業としての  

農薬という性格を薄れさせた。兼業形態等により遇葉を  

維持する場合でもそれは資産価偶の高まった縫地の保全  

のためである色合いが漉くなってきた。したがって後継  

者問題についでも家を継ぐ（先祖の墓守り）ことへの相  

棒はかなり強く残っていても，家の猿楽を糾いでくれる  

ことへの期待は薄らいできた。後継者問題も家の後巌者  

と地域趨楽の後継者を分灘して考える必資性が出てきた  

のである。   

農業をめぐる厳しい状況は，山一般的にも駿葉の蕊婁性  

の意織を滞れさせ，とりわけ大多数の農発着にとって虚  

業をより魅力のないものと恵漁させていった。反面自ら  

偽薬を職米あるいは生業として選び取る人たちの存在を  

浮き立たせた。そ・れほ新しく遊楽をはじめる人たちのあ  

りようの変化に端的にみられる。従来脳髄魔の補充は農  

業高校等の新鋭学卒就農者がその大部分を占めていた。  

腿家子弟の新規準冬着（中学から大学まで）のうち自家  

慮莱についた人数は昭和d2年また6万4千人いたが，昭  

和50科こは1万人になり，平成2年にほ1800人まで減少  

した。   

このままいくと戯某者の補充が大帽に不足し，後継者  

問題がさらに深刻化しそうである。しかしながら硯爽に  

は誰某先の盤年をむかえてからフルタイムの就駿をした  

り（平成元年公園平均の農薬既発人口の53％が60歳以上  

である），親が脳粟を続けられなくなったり，なくなっ  

たりした時，途中退職して遊楽を継いだりという場合も  

少な〈ない。この場合にも山且外に出てみて．農薬の良  

さを発見して戻ってきたという串例も出てきでいる。   

このように後継者問題が厳しい状況の準で，まだその  

絶対数は多くないが，会社勤務等の職業をやめ，農薬に  

新規参入してくる非戯家出身の農業者が注目されるよう  

になってきた。そしてこの期になって政策的な取り組み  

も行われるようになり，昭和62年度から全儀1遊楽会議所  

に「金牒！新規就農ガイドセンター」が設置され，戯地常  

に閲する惰報管勤！や臓槻拉供を中心とした就農職；淡括動  

が始まった。   

農林水産省が平成元年度におこなった「磯莱への新規  

参入に関する実態調査」によれば，昭和55年以降に新規  

参入し，現在も骨髄を継続しているものほ466人であっ  

た。戯林水魔省の新規参入者の宝灘は「農薬外から慮地  

の取得勘こより新たに濃紫総督を開始した者」であるか  

ら，法人箋酎こ巌革労働者として笑った者は含まれていな  

い。例えば農事組合魔人となっているヤマギシズム生活  

感里塞膵灘ではここ10年あまりの閤に急速に従業員（参   
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両者と雇用者）が増加して1050名となり，農林水産楽活  

動とその加工業による年商は113億円にのぼっている  

注23）。このほか，山口県の船方総合農場（有限会社），  

三兎県のハム公鍔モクモク（脳啓㌻組合法人）など農薬生  

産組織体から出発して農産物加工を取り入れ，虚業外か  

らもその従業者（広幾の新規参入者）を得て発展しつつ  

ある戯楽法人組織があちこちに生まれてきている。農業  

親米人口全体からすればまだごくわずかとはいえ，これ  

らの人々はさまざまな理由からまさに慮薬（あるいはそ  

の開運華）を選び取っているのである。こうした動きに  

もっと注目し，問題点を掘り下げることによって「農」  

の将来はもっと希望多きものとなるであろう。   

輸入過渡物の増大もあり，戯産物は過剰気味で飽食が  

問題となる状況が出てきている。作れば究れる時代では  

なくなっており，消饗者の多様なニーズにどのように答  

えるか，さらにはどのような新しいニーズを開発できる  

か，といった生産そのものよりマーケッティングの領域  

がいっそう濃紫になってきた。有機炭塵物，撫腿薬我執  

農産加二に，観光農業など何らかの差別化による付加棚倦  

追及の遇塞が増えてきた。脳林水産省の言機研究械閲が  

これらの従来は問題にもされなかった研究に取り組むよ  

うになるのもこの時期である。おびただしい数の及第研  

究があるにもかかわらず，それら研究葉蘭の硯嚢への関・  

遵性の弱さがみられる点は応用研究とみられる遊学の在  

り方にもかかわる問題を含んでいるといえよう。   

このような収線性志向あるいは付加価倦適及彗当の遜某  

でほなく，生き方としてあるいは生活の在り方として自  

覚的に農薬に着く人たち観相17）が無視し得ない流れを  

作り出している。商品としての物の生産そのものより，  

鹿渡物や‡∃然・盛業へのかかわりを媒介とした人間のつ  

ながり，人間と自然との臣済鱗，などに力点が視かれるの  

である。そこには多かれ少なかれ現代の産業社会の生産  

と生活の在り方への批判が伏在している。  

は）多様な農地利用への要請   

平成3年になってバブル経済がはじけ大都市の地価闇  

下がるところもみられるようになった。北海道，東北，  

九州など速隔地では確かに近年農地佃j紡が低下している  

が，都市周辺の農地価格については転用価格の影響でな  

お條」こがりしている。平成3年になり再び大都市近郊の  

脳地の墓地並灘叔瀾儀が持ち上がった。生産緑地として  

30年間盤するか，それとも電地並瀾税を支払うかの選択  

を迫られたのである。農地は利殖の手段にもなり得るが，  

やっかいなものでもある。私的所有に伴う排他性の問題  

と利用の社会性をどのように綱鷹するかは今後の新しい  

裸題である。伝統的衆落においても慮地利用の社会性を  

蕊祝して，集落の合意によって売買や利用の集落的規制  

を設けるところが出てきている注24） 。また，戯地の利  

用の在りカの山つとして「人生を楽しむもの」といった  

考え方が出てきているのも新しい特徴といえよう大  

原・秋紳7）。  

（4）新しい豊かさの場としての農村   

圏際分業論の強化の下で農業が後退を続け，来賓－“極  

然中の中で農相地域は嚢遺してきている。こうして先行  

き不安感が広く農薬と腿柑を覆っているのが現状である。  

しかしながら，控＝鉦化がされようがされまいがそこに住  

む人々にとっては生き続けていかねばならないのであり，  

個人や地域の打身性を発揮しつつも，やはり政策的枠組  

みと連動しながら農村地域の活性化を図らざるを得ない  

のである。もともと山定の地域内での自給を基本として  

いた綴付も，経済的，社会的，文化的に都市など外の社  

会と密接な関連をもつ開かれた地域であることが求めら  

れる。そのためには農薬・農村の側からもメッセージを  

発侶する必要が高まり，昭和60年代には農相の活性化が  

大きな課題になり，さまざまな偲米イベントも開催され  

るようになった。輿莱穫交流や外からの新しい血の導入  

による憩乱変革，生活改革が1地傾を住みよい場にする  

必質条件になってきたのである。   

脳茶の基本的役割がなお食料の生産にあることほいう  

までもないが，それに付随してこれまであまり人々に憩  

汲されることの少なかった農薬の生態的子廷捌，社会的・  

文化的役割を恵潤した，いいかえれば良薬の総合的価倦  

の追及が関われるようになり，その芽生えはあちこちに  

見られるようになってきている。   

労働掛こついても，ただ「もうけ」をめぎして馬準用  

のごとく働くのではなく，トータルな生活の一部として  

の労働，ライフステージに使役づけられた労働，あるい  

は労働を通した生産物がその受け取り手との聞に文化的  

な交流をもたらすような労働の在り方が模索され始めて  

いる注25）。   

以上のようにここ数年の動きは総体的には農薬の撤退   
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門をまかせたり，月給や手当を出すなり，その分  

を生産財の現物で渡すなどの方法が試みられてい  

ることが明らかにされている。（三賞馴終28）p．625－  

627）  
9）農政ジャーナリストの会22）の座談会における東川  

一郎Iiの発習  

10）技術信託のオペレ一夕ーが生産閑塵によって脱飽  

化していくことを白川1月）は安城市琴の輩例から述  

べている。  

11）大原6）及び石崎2）などを参照。  

12）これに先立つ昭和42年．すでに排水処理の不職や  

公害になりつつある尿尿処理，ゴミ処哩施設や街  

灯の設置が要望されている。（三蕊県28）p．649－  

653）  
13）脳学原論研究会21）の第3肇箪3節「農業諸団体の  

脇衆論・担い手像」（i鍔閏理執筆p．125）参照。  

14）たとえば，愛知掛一宮市Hガ蓬莱侶託クラブⅠ氏や  

三蕊粍玉城町C鍛薄膜家組合戌K氏の窓見。  

15）たとえば，三盃県玉城町の集落アンケートでは，  

負撞の公平による選出基準が節一位になっている   

（金閣脳薬欄磯改浄協会30））  

16〉 3Kを文字どおりとらえれば，患者と医者と溶液  

婦の共同作莱ともいえる医療の現場にも当てはま  

りそうである。しかし，密談婦に対してそのよう  

にいわれることはあっても，医者を3Kであると  

いう人はまずいない。所得が問題なのか，社会的  

地位が問題なのかわからないが，3Kということ  

ばがかなり慈恵的に使われていることほ事実であ  

ろう。そ・して通常の意味でのきつい，きたない，  

危険にかかわる壮挙は，人間が生きていく上で必  

瀦不可欠な，極めて底質な部分であることに注意  

を喚起しておきたい。  

17）『虚業問題』節19巻7・8号，1983年7・8月，p．  

44。なおこの会にほジャーナリストら山般参加者  

がさらに118名あった。このあと1985年7月に第2  

固（『農業問題適 特別増大骨，219骨所収）が，   

1987年7月に節3回（『農薬問題適 時別増大骨，  

240号所収）が行われている。  

16）米価の引き下げと輸入負由化へのマスコミの合唱  

の中で急速に耕作放棄地が増加してきた。合理化  
が進んで足腰の強い経常が育つよりも，地域戯米  

全体が地盤沈下していく危険性の方が強くなって  

いる。  

19）なお「チェルノブイリ原発事故と食品汚染」につ  

いて原子物理学者藤田祐率の絆しい報告がある   

（『農薬問題』235号，1987年5月）。  

20）中村20）参照。創寸のl矧取組埴については，佐藤13）  

あるいは光岡27）などが参考になる。   

を迫られながらも，さまざまな希望のもてる新しい動き  

が出てきている。経済の高度成戌によって強引にその組  

み替えを紫求さゴ1た‖本のぶ塗薬・農相はその後20～30年  

の抑こその成果と矛盾が出尽くし，いま改めてポスト産  

業社会における腿某や農相の存在意義がとわれている。  

現代の危機ほその深さゆえにかえって新たな展望を俳ほ  

得るチャンスであるともいえよう。問題はいかに歴史朗  

な動向把髄のもとに新しい絵を描くかである。これまで  

の分析でいくつかの考慮すべき肇滋柄ほ明らかになったが  

その包括的な考察ほ今後の課題である。  

≪付  記》  

本稿は二人で構想について討議をした上で，大原が下  

好きし，祖闇が手を加えて脱稿した。農学傍ミ鎗研究会の  

メンバー，特に釆不発樹氏及びコメンテイター各位の議  

論から得ることが多かった。篠挿し申し上げたい。食に関  

する憩撒の変化や地方自治体を含む農政官僚や団体戦飼  

の葱洩の変化など十分触れられなかった部分についてほ  

他日を期したい。  

注   

1）1きり＝はこれを，盛挙一神輩・政事一山体，農業との  

かかわりにおける村人の自然観の共有の問題とし  

てとらえている。（農学原論研究会2り第3肇第7  

節 村人の生活・自然観）  

2）たとえば，三並県28）の総合解説8貰（大虜ミ執筆）  

3）たとえば石渡3）をみよ。  

∠1）地主に対する卑屈さと農地改革の持つ梢制約解放  

の側面の一例は三義県農地部29）にみられる。  

5）免税一月原9）はわが圃般米韓常の特異として，零  

細経常，雅磯とともに家族労作的経常をあげてい  

る。  
6）列偽改造論ほ爽は当時の通産官僚であった竹村正  

養のアイディアだといわれる。  

7）たとえば，水野26）をみよ。ただし，これほ簡単に  

自然（特に水）をコントロールできない大河川の  

流域で典型的にみられ，ジャワや北タイの【．‡」あい  

の水乳 あるいは儒教の影響の強いベトナムでは  

輿なる。  

8）例えば，≡蕊県農薬会議の『農薬経′削こおける父  

子関係に関する調査結果』（1964年11月）によれば，  

戯家の優秀なあとつぎを確保するために，将史郎  
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10）公文園子一 柴田敬の壊禍法則と断機人主義につい  

て．経済学と硯春（杉原四郎・公文園子・新田政  

則軌 日本樹齢i職社）．p．253（1991）  

11）近藤康男．貧しさからの解放．中央公給軋   

（1953）  

12）‡司民生活センター編．日本の有機遊楽運動．巨‡本  

鰍那臓触パ．27（1981）  

ほ）佐藤隆夫絹欝．農相と圏際結線 日本経済評論社，  

（1989）  

14）白川 清．愛知県における生産間男経と偽薬解体．  

米の生産開鷹（大島 清掃，御茶の水磯‥房）p．  

360（1975）  

15）祖田 修．脱糞基本法の成立とその理念．戦後農  

政の薄根尉（粕 枯野・坂本慶一編乳 ミネル  

バァ番鍔）p．5：ヨ（1978）  

16）税関 修．段林業にとって地域とは．段林某問題  

研究．101：7（1990）  

17）孝鼠田 修．現代社会と混米一審土の時代に向けて  

鵬．膿耕文化研究振興会，P，38（1989）  

18）波根彦太郎．枚挙が暮らしをこわす．戯川Ⅰ漁村文  

化協会，p．200－202（1986）  

19）波根彦太郎．技術が労働をこわす．鹿山漁村文化  

協会，p．21（1987）  

20）中村附軋 アジア人花嫁の瀦品化．人間にとって  

農薬とは（坂本慶扁編乳 学陽恕房）p．229－244  

（1989）  

21）鹿草原諭研究会．現代膿楽観の動向に閲する研究．  

京都大学，（1993）  

22）戯政ジャーナリストの会．アグリビジネス総点検   

（日本農業の動き19号）（1970）  

23）てキ川 彩．ヒマラヤ森林畷墳諭．畷境イメージ論   

（古川 彩・大柳守雄，弘文数）p．33（1992）  

24）藤狙祐率．チェルノブイリ原発解放と食品汚乳  

虚業問題，235：（1987）  

25）フロムE．希豊の革命．紀伊●問屋啓店，P．33  

（1969）  

26）水野浩一．稲作戯村の社会組織、タイ国岬ひとつ  

の稲作社会－（石井米雄稲，創文社）．p．58－59   

（1975）  

27）光師資二 目本農相の結婚問題．時酢軋（1989）  

28）三並！軋 三韮り享も史資料凝議現代2（産米経済），三  

蕊県，（1992）  

29）三貌県磁他部．三鹿県における農地改革の歩み．   

（三盆県28所収）（1948）  

30）全国慮葉蘭適改謡協会．三蕊県玉城町における戯  

村地域成業構造改脅軍楽について（大原歌攣）．p．  

37（1991）   

21）機業看守、！j題』第259号，1989年10月，P．2。これに  

先立つ1988年8月にも「アメリカ，綺臥 タイ，  

台湾の彪民と縮そう・東京基金」が開かれている。   

（『農業問題透252号，1989年2月所収）  

22）地球百姓ネットワーク 釘百姓天凱 節1基，富民  

協会，1991年2月以乳1992年8月までに第4強  
が発刊されている。  

23）腿箪組合法人ヤマギシズム生活盛観実顕地資料に  

よる。なお，この膿箪組合法人の管轄には患兇，  

水沢内部川，水沢英兇，錦，明利㍉ 一志の6爽顕  

地と大安，密通寺の2農場および繚，四日市，名  

古J乳 南軌 浜松，大垣の6供給所が含まれてい  

る。  
24）例えば，三蕊県玉城澗茶園基薄の挙例がある。全  

図戯葉構造改沓協会30）pp40－57参照。  

25）これについて公文10〉や波根18）19）の仕事は示唆に  

とんでいる。公文は11・アレントのいう「人間の  

肉体の生物学的過程に対応する活動力」としての   

「労働」と，「人間存在の非自然性に対する活動力」  

としての「枚挙」を分けて考える蕊婁性を指摘し  

ている。また，濾胞ほ無恋織ではあっても生活知  

のl‡りこある，肉体活動と結びついた技能，使用佃  

侶と結びついた技能の盈賓性を指摘し，資本制社  

会における労働について根源的な批判を展開して  

いる。  
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